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 学校周りの桜の木々の蕾が、少しずつ大きくなってきています。朝夕は、氷がはるような冷たい日もあります

が、三寒四温の言葉通り、一歩一歩春が近づいてきています。この学校だよりのタイトルにもなっている「梨の

花」が咲くのが楽しみです。 

 さて、今年度も残りひと月となりました。学校は、今年度も新型コロナウイルスに翻弄された日々が続きまし

たが、状況を見つつ、保護者の皆さまにも、地域の皆様にもたくさん御協力をいただきながら進んで参りました。 

 3 月 18 日は卒業式。そして 3 月 24 日が修了式となります。ご来賓として地域の皆様に式を見守っていただく

ことはできませんが、子どもたちはしっかりと成長し、巣立つ準備を整えています。どうぞ、今後とも御支援の

ほどよろしくお願いいたします。 

 心あたたまる集会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生による「ふしぎな木の実」     ３・4 年生による「エピソード劇」    ハイパー花吹雪 

 

 

 

 

 

 

 

5 年生による「6 年生との思い出劇」         6 年生からの出し物 

 それぞれの学年からの思いのこもった出し物でした。6 年生のことをよく見ているなあと感心しました。 

 

 

 本年度第 2 回目の学校評議員会を実施しました。    学校の課題の一つでもある事務作業の見直しに 

お忙しい中、3 人の評議員の皆様に御出席いただき   おいて、育友会費等の納入方法を見直そうと考えて 

意見交換を行いました。               おります。先日の公民館運営審議会においてお話さ 

 とても素直な子供たちではあるけれども、もっと    せていただきましたが、学校からの提案の一部に、 

自主性や自発性をのばしていくことの大切さや、    実働的に難しい面もあるという御指摘もあり、地区 

家庭におけるゲームやテレビの時間をどうしていく   に持ち帰って相談していただくことになりました。 

かといった課題等を出していただきました。今後も   今後も区長さんからのお話を聞きながら、より良い

たくさんの力をお借りしながら、よりよい学校運営   方法を模索していきます。御理解の程、よろしくお 

を目指していきます。                願いいたします。 

3 月 のこりひと月となりました！ 

6 年生 ありがとう集会 

学校評議員会の開催 育友会費の徴収方法について 



 

評価項目 取組内容 今年度評価 昨年度との比較

1 職員は、足なみをそろえて教育活動を行っているか。 A ➡
2 児童に、学習の基礎基本が定着し、主体的に学ぶ態度が育成されたかどうか。 A ➡
3

児童が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、

感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動が進められたかどうか。
A ➡

4 いじめの早期発見、早期対応の体制が整えられているか。 A ➡
5

自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ちを高める教育活動が進められてい

るか。
A ➡

6 児童に、望ましい生活習慣の形成が図られているか。 B ↘
7 児童の安全に関する資質・能力の育成が図られているか。 A 昨年度項目なし

8
業務改善・教職員の
働き方改革の推進

職員の業務効率化と時間外勤務時間の削減が図られているか。 A ↗
9 特別支援教育 特別支援教育に対する教員の専門性と意識の向上が図られているか。 A 昨年度項目なし

令和3年度　学校評価の結果について　　Ｒ4.3.4

学力の向上

心の教育

健康・体つくり

　学校評価に係るアンケートにつきまして、お忙しい中御協力いただき、まことにありがとうございました。学校評議

員の皆様に、最終評価をいただき、まとめたものをお知らせいたします。

　全般的に、どの項目も昨年同様の評価となりましたが、課題が二点見えてきました。

①　児童アンケートによると、授業や行事で「自分はがんばってできるようになった」「自分は少しずつできるように

なっている」と感じている児童の割合は、７９％ほどにとどまりました。自分自身の成長やがんばりを振り返り、自己

肯定感や自己有用感をもてるように、学校の活動を仕組んだり、子どもたちに声をかけたりしていくことの必要性を感

じています。

②　「大好き良い子カード」の取組は、ずいぶん以前から進められてきています。今年度は積極的な声掛けを行った

り、学年ごとの「がんばりどころ」を月ごとに決めたりするなどの工夫を行ってきました。子どもたちによる自己採点

も月を追うごとに伸びてきました。しかし、保護者の皆様から見ると、この取組が生活習慣への改善へと結びついてい

ないと感じられるところもあったようです。今後の改善が必要です。

　次年度も、学校教育目標である「心豊かで、自他ともに大切にし、共に学び合うたくましい子どもの育成」を目指

し、職員が一丸となって「チーム大良」としてとなって進んでいきます。どうぞ温かい御支援の程お願いいたします。

※学校評価については、本校ＨＰでも確認できるように準備を進めております。

　


